
熊本でも過去に津波が発生しています！！ 
【熊本県の主な津波災害】 
①７４４年（天平１６年）６月６日 
津波の原因：沿岸での近地地震による津波 
波高　　　：不明 
被害　　　：人1520余、田290余街、民家470余 
主な地域　：天草、芦北、八代 
 
②１７９２年（寛政４年）５月２１日　（島原大変、肥後迷惑と呼ばれています。） 
津波の原因：眉山（雲仙）の山体崩壊による津波 
波高　　　：１０m〜２０m程度 
被害　　　：死者約５１００人 
主な地域　：玉名、熊本、宇土、天草 
 
熊本県作成防災ハンドブック2020より引用 

　　　　　　鹿高防災だより　　NO6

～東日本大震災から12年～ 

東日本大震災は、2011年3月11日14時46分頃に発生しました。マグニ

チュード（Ｍ）は9.0。これは、日本国内観測史上最大規模、アメリカ地

質調査所（ＵＳＧＳ）の情報によれば1900年以降、世界でも4番目の規

模の地震でした。また、東日本大震災は、津波による災害・原子力発

電所による災害が発生したことも熊本地震にはなかった特徴の1つで

す。今回の防災だよりは「津波」がテーマです。過去に発生した熊本の

津波について知り、今後の対策について考えるきっかけにしてくださ

い。 

　～津波に備えてできること～ 

津波は地震以外で
も発生します。

令和5年（2023年）
3月7日発行

津波の速さは陸上で約時速 40㎞です。オリン
ピック選手でも走って逃げることができない速さ
です。だからといって、車での避難は危険！ （東

日本大震災では、渋滞が発生）

どこに、どうやって避難すべきか、事前に考える
ことが大切です。
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（出典　2011年6 月20 日17：00 現在　首相官邸　緊急災害対策本部発表）


